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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

⼀くち⿊棒
グランプリ

⿊糖の⾹りととろける⼝当たりが⼼地よい⾷感である

品質、衛⽣管理の安全への取り組みも良く、安⼼感がある

九州産の⼩⻨粉100％が記載されており、安⼼安全を感じる
インバウンドのお⼟産として観光客に⼈気が出ると思われる
量と質ともに素晴らしく、それ以上にコスパに優れている

⼀⼝サイズは良いが量が多いので外袋にジップがあるとよい
SNS等を活⽤し、認知度を上げることで売り上げが伸びる
インバウンドや輸出でも強みを発揮できると思われる

「⼀くち」の「⼀」をひらがな表記にするとより親しみがわく

SNSを利⽤して⿊棒の歴史を登載することで認知度が上がる
広報活動を充実させるとより知名度が上がり売り上げが伸びる
健康志向や希少性をアピールすることでブランド⼒が上がる

昔ながらの製法を守り、添加物を意識して製造している

従業員への意識付けと⿊棒への情熱が感じられる

第83回（2025年1⽉）

●●%

点数分布として、銅賞相当が5%、⾦賞相当が14%、グランプリ相当が
81%を占めた結果、総合評価94%で【グランプリ】となりました。グラフ
が⾼得点になった理由として、九州産⼩⻨100%使⽤など素材や安全性等
消費者⽬線の商品であること、⽼若男⼥から好まれる味であることが挙
げられます。アンケートの結果から⾒ても7割強の⼈がこの商品に「興味
がある」と答えており、商品への関⼼の⾼さが伺えます。⼀⽅、銅賞相
当の範囲にも少なからず点数が⼊り、情報発信の弱さが評価が割れた要
因と考えます。
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95%

91%

96%

マネジメント・PR要因
92%

89%

96%

要因分解として、89%から96%の範囲に分布し、全体
的にバランスの良い⼤きな六⾓形となりました。

味や⾹りなど五感からなる商品⾃体の魅⼒を表す「内
部的要因」が95%、ネーミングやパッケージから構成さ
れる「外部的要因」も91%と⾼評価です。市場・トレン
ドから構成される「市場要因」、マネジメント・広報な
どの「マネジメント・PR要因」もそれぞれ96%、92%と、
上記4要因に関しては、この商品のそれぞれの特徴やク
オリティーが⾼く、安定した⾼評価につながりました。
 「素材・安全性」は96%です。九州産⼩⻨100%使⽤な
ど、消費者⽬線での素材へのこだわり、⾷品安全認証等
の衛⽣管理への徹底した姿勢が審査員に伝わり、⾼評価
となりました。

⼀⽅、「ブランディング要因」が90%に届かず、89%
にとどまりました。⿊棒を様々な形態で提供しておりブ
ランディングが統⼀されていますが、類似品が多くある
為どのようにオリジナリティを出せるかにより今後の可
能性を感じます。

まず初めに、今から50年ほど前に、消費者の意⾒を⼤切にし、伝統的な製造を守りながら技術⾰新を⾏い、
1⼝で⾷べやすい⼤きさの⿊棒を製造されたことに敬意を表します。

「⼀くち⿊棒」は商品としてわかりやすく、味や中⾝をイメージしやすいため⾷べる前からワクワクし⿊棒
好きの私には⼼が躍る商品でした。パッケージからは広⼤に広がる⻨畑と雄⼤な⻘空が連想され、爽やかな印
象を受けながら「⼀くち⿊棒」を⼝に含みました。⼝に含んだ瞬間の⿊糖の⾹り、噛んだ瞬間の表⾯の硬さと
中のとろけるような⼝当たり、しっとり感の中に染み込んだ⿊糖の⽢み。軽い⾷感の中に⿊糖をしっかり感じ
ることができ、抑えた⽢味と⻭ごたえが素晴らしく、素朴な味が素直に"おいしい"と感じさせ、多くの審査員
を魅了しました。また、健康志向や添加物を意識して製造された商品であり、コストパフォーマンスも素晴ら
しく、「こんなに美味しくて、100円⁈」との声も多くの審査員から聞かれました。

アレルギー表⽰も⼤変わかりやすく、⽼若男⼥、そして海外の⽅からも好まれる商品だと思われます。
⼀⽅、ネガティブな意⾒として、「つい⾷べ過ぎてしまうので、ハーフサイズがあると嬉しい」「パッケー

ジにチャックが欲しい」などの意⾒がありました。発売以来「100円」へのこだわりがあるので難しいかもし
れませんが、⾷べ切りサイズや保存の効くパッケージの商品があるとさらに商品価値が上がると思われますの
で、ご検討いただけると嬉しいです。

また、SNS等を利⽤することで、認知度がさらに広まると思われます。類似品との差別化を図るためにも、
SNS上で商品へのこだわりや⿊棒の歴史等発信することにより、新たなファンの獲得や海外での販売にもつな
がると思います。

出品商品はそれ⾃体完成度は⾮常に⾼いものであり、「⼀くち⿊棒」が多くの⼈々に愛され続けるよう、さ
らなる⾶躍と活躍を楽しみにしています。
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

こげ茶⾊。所々、茶褐⾊やベー
ジュ、⿊⾊の斑点あり

透明度は全くなく、⿊に近いこげ
茶⾊で覆われている

断⾯図は茶⾊とベージュ、⿊に近
い茶⾊が混ざり合っている

外側は固く、特に⾓が固い

2cm×4cmの平⾏四辺形

⾒かけは重く⾒えるが、とても軽
い

⿊糖の⽢い⾹りが⼤地の雄⼤さを
思い出させる

こげ茶⾊が畑の栄養分を吸い取っ
た温かみのある匂い

⽢く、少し酸味のある匂い

壮⼤な⼤地を思わせる匂い

⽯のように固そうに⾒えるが、触
ると柔らかい

⼤地の温かさがそのまま⾷品に
なった、懐かしい匂い

⾒た⽬は、全体的にこげ茶⾊で、所々が茶褐⾊やベージュ、⿊の斑点があり、⿊糖の⾃然な⾊合いです。
透明度は全くなく、⿊に近い焦げ茶⾊で覆われているため、⾒た⽬は固く、重そうに⾒えます。
⼤きさは⼀⼝⼤より少し⼤きめの2cm× 4cmの平⾏四辺形で⼤きさが統⼀されています。消費者のことを
考えひと⼝サイズにしているため、相⼿を気遣う商品だなと思われ好印象を受けました。
匂いは、⿊糖の⽢い⾹りが⼤地の雄⼤さを思い出させ、こげ茶⾊が畑の栄養分をしっかりと吸い上げた

ように思われ、温かみのある匂いが漂って来るように思われました。
また、匂いの奥には⽢く、少し酸味のある匂いが漂い、⼤地の暖かさがそのまま⾷品になったと思われ

る懐かしい匂いが漂っています。
優しさが溢れる深いこげ茶⾊と⿊糖や⿊蜜の⽢い⾹りが収穫をほどよく刺激し、⾷前に「早く⾷べた

い」そんな思いに⼼が躍りました。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸味は全く感じられない

苦味は全く感じられない

⿊糖のコクがあり、⿊糖の旨味が
感じられる

⾹ばしい⽢味がある

塩味は全く感じられない

麩菓⼦の部分まで⿊糖の⾵味が浸
透していてコクがある味わい

⿊糖のくどくない⾹ばしい⾹りが
⼝の中に広がる

常温で優しく温かみがある

表⾯は少し固いが、中⾝はとても
柔らかい
表⾯はカリっとしているが、噛む
と中⾝はしっとりとしている
粘性は全くなく、さらりとしてい
る

固さの中に柔らかさがある

外側の端の濃い⽢味と内側の優し
い⽢味の絶妙なハーモニー

サクッ、フカッとした固さと柔ら
かさのハーモニー

常温でちょうどいい温度が、⼝に含んだ瞬間、優しく温かみのある⼝触りを感じました。表⾯はカリッとし
ており⻭ごたえが良く、内側はしっとりとしていて、この絶妙な⻭ごたえが⼼地よく感じます。また粘性は全
くなく、さらりとしていて噛めば噛むほど深い味わいを感じることができました。
基本五味の内、酸味、苦味、塩味は全く感じられませんでしたが、⿊糖の⾹ばしい"⽢味"と、コクのある"旨味
"を実感しました。

この⿊糖が醸し出す"旨味"と"⽢味"のバランスの良さが、⽼若男⼥の多くの⼈から"おいしい"と感じることが
できる理由となります。
特に、⿊棒を⾷べたことがある⼈には、⼝に含んだ瞬間の表⾯のサクッとしている部分と⾓のカリッとして

いる部分、内側の柔らかさと程良い⽢さなどの味と噛みごたえの絶妙なハーモニーがさらに奥深いおいしさへ
と導いてくれます。
1つ⾷べ終わると、もう⼀つ⾷べたくなる、まさに“⼿が⽌まらない”味で、ヤミツキになりました。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

濃厚な⿊糖の⽢さが⼝いっぱいに広がり、美味しさの余韻を楽
しめる

夏の暑いときや⾷欲のないときには栄養補給として⾷べる。冬
は暖かいドリンクと共に⾷すると、ほっこりとした気持ちに包
まれる

⼦どもの頃からの⼤好物で、今でも時々⾷べている。⾷べると
ほっこりと落ち着き、⼼新たに「頑張ろう」と活⼒がわいてく
る

お茶請けとして、またはコーヒーや紅茶などのどんなドリンク
とも相性は良いが、私は⽜乳と共に⾷べる習慣があり、間⾷や
気分転換に丁度良い

五味 評点

酸味 3

苦味 1

うま味 5

⽢味 5

塩味 5

広義の味 評点

まろ味 5

コク味 5

濃厚な味 5

⾟味 0

新鮮な味 4

五感 評点

視覚 5

聴覚 4

触覚 5

味覚 5

嗅覚 5
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1. 内部的要因

2. 外部的要因

3. 市場要因

4. マネジメント・PR要因

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

昔ながらの製法を⼤切に守り、九州産の⼩⻨粉100%で製造、販売されているところが素晴らしいです。ひと
⼝⽬から⾃然な⽢さを感じ、軽い⾷感と⼝どけが良く、しっとり感の中に染み込んだ⿊糖の旨味があります。
⽢みを抑えた味でくどくはないですが、満⾜感がしっかりあり、また、簡単につまめるひと⼝サイズ感で⼤
変⾷べやすいです。シンプルなのでどんなドリンクともよく合う商品でした。「発売以来、100円以内にこ
だわっている」との思いには感銘を受けました。

お客様⽬線で商品開発をされ、顧客満⾜度を最優先に取り組む姿勢は⼤変素晴らしく、好感が持てます。社
⻑様のコメントや回答から誠実さを感じ、会社としてのイメージが⼤変良いです。受注⽣産体制による在庫
リスク管理もされており、すべての⾯において好印象を持ちました。ただ、SNS等を活⽤し広報活動を充実
させれば認知度が上がり、全国展開あるいはインバウンドのお⼟産にもなり得るかと思われます。「100円
で購⼊できる」ことこそ⼤きな売りになると思われます。

昨今の健康志向、国産志向がトレンドの中、九州産の⼩⻨100%を使⽤し、健康志向や添加物を意識して製造
されているところが⼤変素晴らしい商品です。また、物価⾼の中、コストパフォーマンスも魅⼒的であり、
100円以内に収めている点についても、企業努⼒に強い感銘を受けました。メインターゲットにもあてはま
る価格と味わいが⾼評価です。類似商品が多くあるため差別化を図るためにも、原料へのこだわりをよりア
ピールすると、購⼊者が増えると思われます。

パッケージはシンプルで、「九州産⼩⻨100%使⽤」と⼤変わかりやすく、またアレルギー表⽰もわかりやす
く記載されており、好感が持てます。 また、中⾝がわかりやすい透明のパッケージには、透明感のある写真
が掲載されており、九州の⼩⻨畑を連想させ、ネーミングと商品に⼀体感がありわかりやすいです。また、
ネーミングは「⼀くち」の「⼀」をひらがなで表記した⽅が親しみやすいと思われます。ジッパータイプの
袋使⽤することで、さらに商品に対する魅⼒が増すと思われます。

⿊棒を様々な携帯で提供しており、ブランディングが統⼀されているとともに、品質に安⼼感があります。
商品と中⾝がわかりやすく⿊棒への情熱が感じ取れました。九州産の⼩⻨を使⽤し「九州銘菓」であること
が⼤きな強みです。SNSを利⽤して、⿊棒の歴史や⾷品の安全性、九州産⼩⻨の希少性をアピールすること
で認知度が上がると考えられます。そして、ブランド価値がさらに⾼まり、海外の⽅にも受け⼊れられると
思うので、輸出販売につながると確信します。

地産地消として九州産⼩⻨粉100%にこだわり、できるだけ添加物を減らした商品作りに感銘を受けました。
九州産⼩⻨100%は貴社の誇りだと思うので、続けてほしいと思います。トレーサビリティやHACCP、
FSSC22000等の衛⽣管理、農薬検査等にも積極的に取り組まれており安⼼感があります。
万⼈受けする商品のため、どこかで優位性をつける必要があり、⾷品安全認証や⼩⻨粉以外の原材料の安⼼
感をパッケージで伝えることができればさらに良いと思われます。
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